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札幌の平地積雪断面測定資料報告*

昭和 51-52年冬期

遠藤八十一・秋田谷英次・小林俊一

水野悠紀子・成瀬廉二・油川英明

石川信敬・成田英器・鈴木重尚

(低温科学研究所)

(昭和53年l月受理)

1.緒言

札幌の平地における積雪の断面観測は，昭和 38-39年冬以来毎年行なわれている。この報告は，

昭和 51-52年冬に実施された積雪断面観測の結果をしめしたものである。断面観測は，北海道大学

低温科学研究所の裏庭で行なわれた。観測項目及び観測方法は，前の報告1)2)と同じである。

II.観測結果

第l表が，昭和51-52年冬の札幌における積雪断面観測の結果である。表中の第2列「成層図」

に用いた記号の意味は，第 2表に示されている。第 3列の「高き司は，地面からの高さのことで，

密度 G，硬度尺雪温 Ts及び含水率 Wを測定した位置を示している。密度測定には，常に高さ 3

cmの角型サンプラーを使用した。そこで，密度測定の位置Hとしては，サンプラーの上辺の位置の

みで、表わすことにした。それゆえ，例えば第 1表(P.2 )2行目の「高さ 33cm，密度 0.10gjcm3J 

の表示は，地面から 33-30cmの雪の(平均)密度が 0.10g jcm3であったことを示している。硬度

測定の位置は，木下式硬度計が置かれた位置で表わされている。第8列に記した平均密度否は，ス

ノーサンプラーで測定した全積雪水量Hwをその場所の積雪深で割算して求めた。気温 Taは断面

観測時の気温である。

なお，参考のために，札幌管区気象台3)4)で測定された日最高気温と日最低気温，および積雪深を

第1図に示しておいた。図中の白丸印は，断面観測を行なった場所の積雪深である。

*北海道大学低温科学研究所業績 第 1886号

低温科学物理編第35輯資料集昭和 52年



2 遠藤八十一・他

第1表 昭和 51-52年冬の積雪断面観測の結果

成層図に用いた記号の意味は第2表に示きれている。高き Hと各測定値との関係は本文参照。高き Hの項の最

上部の数字は，観測場所の雪面の位置を示している。

年月 日
成層図

高さ 密度 硬度 雪温 含水率
全積雪水量:Hw 
平均宮、度:7J

時刻j 粒 雪 高 H G R 九 w 気温 :九
測定者 度 質 さ cm g ・cm-3 E ・cm-2 ℃ % その他

1976 38 12 - 8.0 Hw=6.2g/crrl 

却 -24 33 0.10 
秋四谷 H 30 一 5.4

全
古 =0.16g/crrl 

遠藤 r-ーー『ー 40 23 0.10 
C町、

20 九 =-5.2
0

C- 4.2 層
01+ + 30 18 27 

13 0.21 カミ

同~ローー-ーロ!: 
20 10 - 1.4 

c-d 
8 86 わ

b 10 ドーーーーー 7 0.23 き
b 。ロ 。 - 0.1 
b、cn:室。 雪

1977 60 10 - 6.0 Hw=12.0g /crrr 
1 -5 59 0.11 
10h15m 53 0.08 百 =0.20g/crrr 
-10h45m 50 0.09 24 10.6 
秋田谷

H 45 0.09 全 九=-4.3
0

C 
成田

F一一.......60 40 0.21 160 - 6.7 
cm 35 0.22 

。++ 30 。目22 4.1 層50 
(a7.'・~- 28 120 
+ + 24 0.25 ト一一 40 カミ

01，. ，. 20 - 2.0 

ト......... 30 
18 0.27 
15 0.29 わ

b 。ロ
12 110 20 

c、d匡z 10 - 1.0 
き

b-、cロロ
10 

7 0.32 
ト一一ー 5 370 
b 。ロ 。 。 雪
」一一...J..O

1977 H 75 0.10 70 - 4.1 Hw=17.5g/crrl 

1 -18 「ーーー『ー
CIT、 70 0.13 

13h35m 70 65 100 百 =0.23g /cm' 
-14h05m 01+ + 60 0.18 - 5.7 全
鈴木

』一一ー 60 55 110 
50 0.24 5.0 層

q ュ，. 50 45 200 
40 0.32 - 3.3 

カ‘

一 40 
35 1000 
30 0.30 - 2.2 o.、b。。 わ
25 240 

b、cコC:I:30 20 0.28 - 1.4 
blo。

15 430 き

b.、c

匡
20 

10 0.29 0.6 
b-e 

10 
5 0.34 370 雪
。 O 

b.、e-ロ
」一一...J..O



平地積雪断面測定資料報告 3 

年月 日
成層図

高さ 密度 硬度 雪温 含水率
全積雪水量 :Hw 

時刻 粒 雪 高 H C R Ts w 平均密度:c
測定者 度 質 き cm E ・cm-3 E ・cm-2 ℃ % 

気温 :九
その他

1977 
H 

Hw=18.2g/crrf 
T一一--，-80 80 0.04 3 1.6 

1 -25 C円、 73 0.06 
11 h15m 

ロ++ 70 
70 - 4.0 百 =0.23g /crrf 

-12hOOm 60 38 6.0 全
油 111

ロ宜主
53 0.24 九=-2.3'C 

石川 60 50 - 5.6 層
久保田 。。 43 0.32 

50 40 370 4.4 カミ
b 30 600 3.1 
。。 40 23 0.31 わ

b図司
20 - 2.2 

30 14 0.34 480 き
blo。 10 - 0.8 

b匝=20 
5 800 雪
3 0.33 

blo。 。 。
10 

:匿。
1977 H 83 12 一 2.9 Hw=20.2g/crrf 
II-5 C円、 78 0.12 5.6 
9 h30m 「一ー一 70 185 y; =0.24g/crrf 

80 
-11 hOOm 。++ 69 - 6.9 
成 j頼

:医 70 
65 0.23 九=一1.8'C

小林 59 5.3 全

57 0.24 
α。。 60 55 240 

層
。匝3 49 - 3.2 

。ロロ 50 46 0.31 
ト一一一 45 370 

カ為

α、b 40 40 700 
ロロ

38 0.33 わ

ト一一一 30 36 2.0 

bロロ 31 0.34 き
25 700 - 1.5 

トー一一 20 17 0.29 
bロロ 12 - 0.5 雪

ト一一一ー
10 10 650 

cl̂  ^ 3 0.29 
」一一一 0 。 。

1977 H 94 0.10 - 9.4 Hw=25.7g/crrf 
II -15 cm 90 6.5 
16hOOm 

r-ーーー一
85 0.20 古 =0.27g/crrf90 

遠藤 。++ 82 92 

水野 ト一一
80 

80 0.26 - 4.5 九 =-8.0'C

高橋 a 1，. ，. 75 98 

水津 70 0.26 4.2 全

ロ 70 66 0.32 240 
60 0.30 4.0 層

。 60 56 600 

。-b 54 0.30 カ‘
出ニ 50 50 - 2.7 

46 0.31 390 

bロロ 40 40 2.2 わ

35 0.38 

トーー 30 
30 - 1.5 き
27 0.34 670 

bロロ 20 - 0.8 
雪

トー一一一
20 17 610 

c I 0 ^ 15 0.32 
10 10 - 0.4 

ト一一一 5 0.28 d 1. ^ 
」一一一 0 。 。

'-
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年月 日
成層図

高さ 密度 硬度 雪j旦 含水率
全積雪水量:Hw 

時刻 粒 雪 高 H G R Z w 平均密度:c
測定者 度 質 き cm g. cm-3 g ・cm-2 ℃ % 

気温 : Ta 
その他

1977 
H 90 130 0.0 Hw=24.4gjcぽ

II -25 cU二豆:C9W01 85 0.18 
10h30m α-b 。。 83 120 百 =0目27g jcrrr 
-11 h30m 

ー園~田-・-圃
80 80 5.1 

小林 ' 74 0.26 
カミ
九=+4.8.C

~70 1000 
成瀬 70 5.1 
西村(浩) blo。 63 0.30 わ

60 
60 560 2.9 

に二 50 1.7 き

bロロ 50 48 0.30 460 

回二 40 1.6 雪
40 38 0.34 b ロロ

36 1200 

ト一一一
30 30 - 1.4 

b ロロ
20 790 0.7 

20 18 0.31 

10 700 0.0 
10 6 0.33 b-c 

D ̂  
一一一"""0

1977 H 83 12 Hw=28.0gjcぽ

111-5 
cm 

80 0.15 0.0 
14 h20m 

三二三=
80 70 2.3 G =0.34g jcm' 。;:...::，. 

-15hOOm 

Gi'i 
=f
三三，王

三

e
ー

L 
64 0.31 1030 全

水野 70 60 2.9 九=-3.4.C
遠藤 E 53 0.37 3100 層
高橋 60 50 2.3 

水津 42 0.36 1600 カミ。。。
50 40 1.3 

。主主 32 0.39 1400 

α句b 40 30 0.8 
わ

-・・1 19 870 
b I 0 0 30 14 0.37 き

吟ー
ロ咋ー←ロ+吋

10 。。
b-c 

20 6 0.33 雪

cロ A O 。。
10 

c-d ^ ̂  
一一一"""0

1977 H 44.5 130 18.3 Hw=17.5g jcrrr 
111-16 C打、 43 0.42 
11hOOm diE  40 40 190 百 =0.41g jc耐

-11 h45m dl. • 34 0.50 
油Jtl i~・ー 30 30 160 Ta =+4.0.C 
石川 c le • 23 0.48 O.C 

久保;回 cl匝z 20 20 140 11.2 

13 0.44 

CI_ • 10 10 98 

5 7.4 

」ーー-'-0 3 0.41 



図記号 雪質

+ +1.一新雪
::.. ;:...トーと Lまり雪
o 0 rーしまり雷

ー・・着色層

一・氷復

-・l・ーぎらめ雪
日二:しも:;;雪

平地積雪断面測定資料報告

第2表 成層図に使用した記号の説明

積雪の粒度

粒 度 キ立 {歪

a <O.5mm 

b O.5-1.0mm 

C 

d 2.0-4.0mm 

6 I >4.0mm 

第1図 昭和 51-52年冬の札幌における日最高気温 Tamax，日最低気温 Taminおよび積

雪深 H (f北海道の気象3州」より)

白丸印は，断面観測lを行なった場所の積雪深を示す。

1~0~1 cml H 

80 

60 

40 

20 

。
20 30 10 20 30 10 20 28 10 20 

終りに，この観測に協力していただいた大学院生諸氏に感謝の意を表します。
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